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【公表日】平成25年1月7日(2013.1.7)
【年通号数】公開・登録公報2013-001
【出願番号】特願2012-521141(P2012-521141)
【国際特許分類】
   Ｈ０５Ｂ  37/02     (2006.01)
【ＦＩ】
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【手続補正書】
【提出日】平成25年7月17日(2013.7.17)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　照明システムであって、
　前記照明システムの照明器具のデータを含む第１データベースと、
　作成されるべき照明シーンに関して前記照明システムの照明器具の照明プリセットに関
する情報を含む第２データベースと、
　作成されるべき照明シーンに基づく前記照明システムのエネルギ消費を前記第１及び第
２データベースから取り出されたデータに依存して計算する計算モジュールと、
　エネルギ目標値に依存して一群の照明シーンから１以上の照明シーンを、各照明シーン
に関するエネルギ消費を計算すると共に前記エネルギ目標値以下のエネルギ消費を持つ各
照明シーンを選択することにより、自動的に選択する照明シーン選択器モジュールと、
を有する照明システム。
【請求項２】
　請求項１に記載の照明システムであって、前記計算モジュールが前記エネルギ消費を、
　選択された照明シーンの作成のために必要とされる前記照明器具のデータを前記第１デ
ータベースから取り出すステップと、
　前記選択された照明シーンに対する照明プリセットを前記第２データベースから取り出
すステップと、
　前記エネルギ消費を前記取り出された照明器具のデータ及び前記取り出された照明プリ
セットから計算するステップと、
により計算する照明システム。
【請求項３】
　請求項２に記載の照明システムであって、前記エネルギ消費を前記取り出された照明器
具のデータ及び前記取り出された照明プリセットから計算するステップが、
　前記照明システムの挙動を、前記取り出された照明プリセットに基づいてモデル化する
ステップと、
　前記選択された照明シーンに関する推定されるエネルギ消費を、前記モデル化に基づい
て計算するステップと、
を有する照明システム。
【請求項４】
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　請求項２又は請求項３に記載の照明システムであって、
　エネルギ経費を含む第３データベース、
を更に有し、
　前記計算モジュールは、作成されるべき照明シーンの総エネルギ経費を、前記計算され
たエネルギ消費及び前記第３データベースから取り出されるエネルギ経費に基づいて計算
する、
照明システム。
【請求項５】
　請求項１ないし４の何れか一項に記載の照明システムであって、前記照明シーン選択器
モジュールは、更に、前記自動的に選択された照明シーンから照明プログラムを自動的に
作成する照明システム。
【請求項６】
　照明システムのエネルギ消費を決定する方法であって、
　前記照明システムの照明器具のデータを含む第１データベースから、照明シーンの作成
に必要とされる照明器具のデータを取り出すステップと、
　作成されるべき照明シーンに関して前記照明システムの照明器具の照明プリセットに関
する情報を含む第２データベースから、前記照明シーンのための照明プリセットを取り出
すステップと、
　前記作成されるべき照明シーンに基づく前記照明システムのエネルギ消費を、前記第１
及び第２データベースから取り出されたデータに依存して計算するステップと、
　照明シーン選択器モジュールを用いて、エネルギ目標値に依存して一群の照明シーンか
ら１以上の照明シーンを、各照明シーンに関するエネルギ消費を計算すると共に前記エネ
ルギ目標値以下のエネルギ消費を持つ各照明シーンを選択することにより、自動的に選択
するステップと、
を有する方法。
【請求項７】
　請求項６に記載の方法であって、前記エネルギ消費が、前記取り出された照明器具のデ
ータ及び前記取り出された照明プリセットから計算される方法。
【請求項８】
　請求項７に記載の方法であって、前記エネルギ消費を前記取り出された照明器具のデー
タ及び前記取り出された照明プリセットから計算するステップが、
　前記照明システムの挙動を、前記取り出された照明プリセットに基づいてモデル化する
ステップと、
　前記選択された照明シーンに関する推定されるエネルギ消費を、前記モデル化に基づい
て計算するステップと、
を有する方法。
【請求項９】
　請求項７又は請求項８に記載の方法であって、
　作成されるべき照明シーンの総エネルギ経費を、前記計算されたエネルギ消費及び第３
データベースから取り出されるエネルギ経費に基づいて計算するステップ、
を更に有する方法。
【請求項１０】
　請求項６ないし９の何れか一項に記載の方法であって、
　エネルギ目標値に依存して一群の照明シーンから１以上の照明シーンを、各照明シーン
に関するエネルギ消費を計算すると共に前記エネルギ目標値以下のエネルギ消費を持つ各
照明シーンを選択することにより、自動的に選択するステップ、
を更に有する方法。
【請求項１１】
　請求項１０に記載の方法であって、前記自動的に選択された照明シーンから照明プログ
ラムを自動的に作成するステップを更に有する方法。
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【請求項１２】
　プロセッサが請求項６ないし１１の何れか一項に記載の方法を実行するのを可能にする
コンピュータプログラム。
【請求項１３】
　請求項１２に記載のコンピュータプログラムを記憶した記録担体。
【請求項１４】
　請求項６ないし１１の何れか一項に記載の方法を実行するようにプログラムされたコン
ピュータ。
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